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麻酔科医師の紹介
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•酒井宏明
• ほか麻酔科専門医１名

• 非常勤応援医師
• 浜松医大麻酔科から麻酔科専門医、集中治療専門医多数

• 順天堂大学静岡病院麻酔科から麻酔科後期研修医

• そのほか多数麻酔科専門医の応援を受けています



手術室の現況
増設しましたがすでに混んでいます
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麻酔科管理 2470件
全身麻酔 2373件

手術全体 5676件

緊急手術 325件
（全身麻酔306件）

術後ＩＣＵ入室
260件

科別手術件数

医療情報室 岡嶋さんご協⼒による

手術麻酔件数の維持（すでに手術室は混んでいます）
麻酔科医の確保、浜松医大、順天堂大学との連携強化
質の高い非常勤麻酔科医の確保
手術室看護師の確保
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手術医療の低侵襲化
手術は変わっていきます
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• 2年前より低侵襲⼿術室の利⽤促進
→高度ながん医療の提供

• すでに前立腺悪性腫瘍手術、肺悪性腫瘍手
術が稼働中

• 2023年5月から婦人科良性疾患がダビンチで
• この2年でダビンチ手術が特別でなくなってき
た。

• 今後は血管内治療、内視鏡治療の範囲が拡
大し、全身麻酔管理が必要となる症例も増
えてくる

ダビンチ手術光景 ダビンチ手術用
麻酔器システムと
汎用型超音波機器



改めての目標
ー安全に手術医療を受けていただくー

• 手術医療（手術、麻酔）トラブル
• 副傷病（持病）悪化によるトラブル
• 手術自体によるトラブル
• 過大侵襲によるトラブル

手術のみならず副傷病管理を含めた
手術中だけでなく
術前、術後を含めた周術期管理の重要性が高まってきている

低侵襲⼿術はトラブルが⽣じると重⼤事故になりやすい
視野、作業スペースが限られる
確認作業も困難度が上がる
トラブル発⾒は術後になりやすい
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安全性をより一層担保する（多職種でカバー）
手術前→手術中→手術後 退院へ

• 2023.04月～

• 周術期特定行為を許可された看護師の登場

泌尿器科 ダビンチ手術の患者さんを対象

周術期外来の整備（2023.07より開始）
多職種（特定看護師、薬剤師など）の協力をいただき手術前の情報共有推進

術中麻酔管理の協働（2023.08より開始）
常勤麻酔科専門医とともに担当
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安全性をより一層担保する（多職種でカバー）
手術前→手術中→手術後 退院へ

• 集中治療室（ICU）の術後利用
• 重要臓器専門診療科の協力が迅速に得られる

• 総合病院の強み

• ICUクリティカルケアナース（特定行為看護師）
を中心とした

院内急変前対応チーム（見守り隊）の充実化

• 一般病棟での急変の早期発見、ICUに早期収容。
• 院内一般病棟で重症化した患者（外科系、内科問わ
ず）。
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毎朝の多職種カンファレンス
主治医に加え、⿇酔科、循環
器内科、脳外科、外科が常連
看護師、薬剤師、栄養⼠、理
学療法⼠も参加
セミオープンスタイル


